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大川海洋プラごみ問題
特委委員長（小田原市）

全世界で年間4億㌧以上のプラス
チックが生産されており、石油産出量
の8％～ 10％がプラスチック生産のた
めに消費されている。
一方、プラスチックごみによる海洋
汚染は、世界で年間800万㌧のプラ
スチックごみが流入していると推計さ
れ、２0５0年までに魚の重量を上回る
プラスチックごみが海洋環境に流入す
ると推計されている。国内では、ポイ
捨てや不法投棄などにより年間２～ 6
万㌧のプラスチックごみが海洋へ流入
していると推計されている。また、プ
ラスチックは紫外線等による劣化でマ
イクロプラスチックになり、世界の海で
は重さにして約30万㌧、数にすると５0
兆個以上のプラスチック、マイクロプラ
スチックが漂っていると推計される。
海洋プラスチック汚染の問題は、海
洋汚染の問題、健康の問題であると同
時に温暖化にも影響をもたらしている。

海 洋 プ ラ ス チ ッ ク 汚 染海 洋 プ ラ ス チ ッ ク 汚 染

地方自治体のプラスチック対策に望むこと
・ 削減＞再使用＞リサイクル＞熱回収の考え方

に基づいた施策
・ プラスチックの使用削減を事業者に求める活動

・ レジ袋、ポリ袋、食品トレー、包装資材の使用抑制
・ 対面販売、量り売り、持ち込み容器による販売の促進
・ 食品トレーの素材変更（バイオマス素材、生分解

性バイオマスプラ）
・ ガラス瓶リユース、天然素材（経木、竹など）包

装の利用促進
・ プラスチックの使用削減、循環型社会を活性

化させる自治体の活動
・ マイボトル用給水器の設置
・ 市民農園を活用したゴミ堆肥化、地産地消、天然

素材包装との組み合わせ
・ 熱回収至上からの脱却

・ 焼却炉の炉数の削減計画を立案
・ 生ゴミ脱水と排水の下水道放流

・ プラスチックごみ処分費、リサイクル費用を生
産者に求める

・ 拡大生産者責任 (EPR)
・ 市民の意識の 3R( 削減ファースト) 意識の啓発

高田東京農工大教授

平尾室長（環境省）

7
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た

委
員
会
で
は
、
冒
頭
あ
い
さ

つ
で
大
川
委
員
長
が
「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
、
そ
の
優
れ
た

特
性
か
ら
、
我
々
の
生
活
に

多
く
の
便
益
を
も
た
ら
し
て

い
る
」
と
す
る
一
方
で
、「
不

法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た

多
量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

が
、
生
態
系
を
含
め
た
海
洋

環
境
の
悪
化
な
ど
、
様
々
な

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
」
と
指
摘
し
、
委
員
会
と

し
て
課
題
解
決
に
向
け
た
国

へ
の
要
望
・
提
言
を
行
っ
て

い
く
と
し
た
。

委
員
会
で
は
、
同
問
題
に

対
す
る
要
望
・
提
言
の
取
り

ま
と
め
に
向
け
て
、
▽
日
本

に
お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
現
状
と
課
題
▽
海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
の
現

状
と
課
題
―
の
二
つ
を
柱
と

し
た
論
点
案
を
決
定
し
た
。

会
合
で
は
、
東
京
農
工
大

学
大
学
院
農
学
研
究
院
環
境

資
源
科
学
科
教
授
の
高
田
秀

重
氏
が
「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
汚
染
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
問
題
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
を
行
っ
た
。

講
演
で
は
、
全
世
界
に
広

が
る
危
機
的
な
状
況
に
あ
る

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
の

現
状
を
説
明
。
陸
上
の
廃
棄

物
処
理
か
ら
も
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
河
川
を
通
し
て
海

へ
流
入
し
て
い
る
こ
と
や
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
食

物
連
鎖
が
ヒ
ト
を
含
む
生
態

系
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
に
触
れ
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
対
策
に
つ
い
て
地
方

自
治
体
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

述
べ
た
（
右
掲
）。

ま
た
、環
境
省
環
境
再
生・

資
源
循
環
局
総
務
課
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
室
長
の
平
尾
禎
秀

氏
が
令
和
4
年
4
月
に
施
行

の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る

資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
」
に
つ
い
て
、
法
律

作
成
に
至
る
背
景
や
経
緯
等

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

•
•
 •

 •
 •

 •
•

• 

視
察
参
加
者 

•

▽
大
川
裕
委
員
長
（
小
田

原
市
）
▽
吉
澤
美
樹
郎
副
委

員
長
（
諏
訪
市
）
▽
多
田
光

廣
副
委
員
長
（
丸
亀
市
）

本
会
の
「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
に
関
す
る

特
別
委
員
会
」
（
以
下
「
プ
ラ
ご
み
問
題
特
別
委
員
会
」
。
委
員
長
＝
大
川
裕
小
田
原
市

議
会
議
長
）
は
7
月
7
日
に
全
国
都
市
会
館
で
第
１
回
委
員
会
を
開
催
し
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
問
題
に
お
け
る
論
点
を
整
理
し
た
。
翌
8
日
に
は
、小
田
原
市
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

問
題
に
係
る
現
状
と
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
現
地
調
査
（
2
面
）
を
実
施
し
た
。

( 資料抜粋 )



令和４年７月 25日号（2）第 2199 号 全 国 市 議 会 旬 報

プ
ラ
ご
み
問
題
特
別
委
員

会
は
７
月
８
日
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
（
以
下
「
プ
ラ

ご
み
」）汚
染
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
神
奈
川
県
小
田
原

市
を
訪
ね
た
。

冒
頭
、大
川
委
員
長
が「
日

本
三
大
深
湾
と
な
る
相
模

湾
は
特
に
水
深
が
深
く
、
約

１
５
０
０
種
類
の
魚
が
採
れ

る
小
田
原
に
と
っ
て
は
非
常

神奈川・小田原神奈川・小田原

現地調査　プラごみ問題特別委員会

大川委員長（小田原市）

田中神奈川県県西地域県
政総合センター環境部長

相
模
湾
に
お

け
る
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
現

状
と
取
組
に
つ

い
て
、神
奈
川
県

県
西
地
域
県
政

総
合
セ
ン
タ
ー

環
境
部
長
の
田

中
晃
氏
か
ら
説

明
を
受
け
た
。

相
模
湾
沿
岸

に
流
れ
着
く
人

工
ご
み
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
ア
ル

ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
の
金
属

類
な
ど
様
々
だ
が
、
プ
ラ
ご

み
が
全
体
の
約
60
％
を
占
め
、

30
年
前
と
比
較
す
る
と
約
1.5

倍
に
増
加
し
て
い
る
状
況
。

ま
た
、
プ
ラ
ご
み
の
約
7
割

は
内
陸
部
か
ら
河
川
を
通
じ

て
海
岸
に
辿
り
着
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
30

年
8
月
に
鎌
倉
市
由
比
ガ
浜

に
シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
の
赤

ち
ゃ
ん
が
打
上
げ
ら
れ
、
母

乳
し
か
飲
ま
な
い
ク
ジ
ラ
の

胃
か
ら
プ
ラ
ご
み
が
見
つ
か

り
、
非
意
図
的
に
飲
み
込
む

ほ
ど
プ
ラ
ご
み
が
海
に
流
出

し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
た
。

神
奈
川
県
で
は
こ
の
一
件

を
「
ク
ジ
ラ
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
受
け
止
め
、
同

由比ガ浜に打上げられた赤ちゃんクジラ
（写真提供:公益財団法人かながわ海岸美化財団）

相模湾相模湾

クジラからプラごみクジラからプラごみ
 かながわプラごみゼロ宣言へ かながわプラごみゼロ宣言へ

赤赤ちちゃゃんん
由
鎌
比
倉
ガ浜

守屋小田原市長

守
屋
輝
彦
小
田
原
市
長
が

委
員
会
視
察
を
歓
迎
し
、
次

の
と
お
り
あ
い
さ
つ
し
た
。

「
現
在
、
小
田
原
市
で
は
、

神
奈
川
県
西
地
域
の
2
市
8

町
で
連
携
し
て
広
域
行
政
を

行
っ
て
い
る
が
、
環
境
問
題

は
単
独
で
政
策
を
行
う
に
は

限
界
が
あ
り
、
市
町
村
域
を

超
え
た
相
当
広
い
範
囲
で
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
環

境
政
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
行
政
側
と
議
会
側
が

連
携
を
し
な
が
ら
、
困
難
な

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

守
屋
輝
彦 

小
田
原
市
長

あ
い
さ
つ

に
大
事
な
海
。
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
問
題
は
、
非
常
に

重
大
な
問
題
と
し
て
認
識
し

て
お
り
、
皆
様
と
一
緒
に
取

り
組
ん
で
課
題
を
解
決
し
て

い
く
方
策
を
話
し
合
っ
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
多
田
光
廣
副
委
員

長
（
丸
亀
市
）
が
「
神
奈
川

県
お
よ
び
小
田
原
市
に
お
け

る
事
例
を
お
伺
い
し
、
今
後

の
活
動
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
調
査
・
研
究
の

成
果
を
国
に
対
す
る
要
望
・

提
言
に
結
び
つ
け
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

多田副委員長（丸亀市）説明を受ける特委正副委員長

年
9
月
に
「
か
な
が
わ
プ
ラ

ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
を
発
表
。

深
刻
化
す
る
海
洋
汚
染
、
特

に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に

取
り
組
み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
ス
ト
ロ
ー
や
レ
ジ
袋
の
利

用
廃
止
・
回
収
な
ど
を
神
奈

川
か
ら
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、

２
０
３
０
年
ま
で
の
で
き
る

だ
け
早
期
に
捨
て
ら
れ
る
プ

ラ
ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
。

「
か
な
が
わ
プ
ラ
ご
み
ゼ

ロ
宣
言
」
の
発
表
以
降
、
市

町
村
や
事
業
者
と
連
携
し
て
、

取
組
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、

意
見
交
換
を
重
ね
、
令
和
2

年
3
月
に
具
体
の
行
動
計
画

と
な
る
「
か
な
が
わ
プ
ラ
ご

み
ゼ
ロ
宣
言
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
」を
策
定
し
た
。ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ず
に
廃
棄

さ
れ
る
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
を
目

指
し
、
①
ワ
ン
ウ
ェ
イ
（
使

い
捨
て
）
プ
ラ
の
削
減
②
プ

ラ
ご
み
の
再
生
利
用
の
推
進

③
地
域
清
掃
活
動
な
ど
の
ク

リ
ー
ン
活
動
の
拡
大
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

プラごみの現状と対応プラごみの現状と対応
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吉澤副委員長（諏訪市）

海
岸
線
は
分

断
さ
れ
な
い
が
、

海
岸
線
上
の
行

政
区
域
の
境
が

障
壁
と
な
り
、

海
岸
の
清
掃
活

動
を
行
う
に
当

た
っ
て
は
、
作

業
面
、
費
用
面

等
で
効
率
的
で

は
な
か
っ
た
。

同
県
で
は
、
相
模
湾
の
海

岸
美
化
の
推
進
に
当
た
り
、

平
成
3
年
4
月
に
県
と
相
模

湾
沿
岸
の
13
市
町
で
「
か
な

が
わ
海
岸
美
化
財
団
」
を
設

立
。横
須
賀
市
走は

し
り
み
ず水

海
岸
か

ら
湯
河
原
町
湯
河
原
海
岸
ま

で
150
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
海
岸
を

カ
バ
ー
す
る
日
本
唯
一
の
海

岸
美
化
専
門
の
公
益
財
団
法

人
で
、
財
団
の
設
立
に
よ
り

行
政
区
域
を
越
え
た
一
元
的

な
清
掃
が
実
現
し
た
。
海
岸

清
掃
費
は
神
奈
川
県
と
沿
岸

13
市
町
が
折
半
で
負
担
。
他

に
類
を
見
な
い
先
進
的
な
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

田
中
部
長
は
説
明
の
最
後

に
「
河
川
や
道
路
に
散
乱
し

た
プ
ラ
ご
み
が
海
洋
汚
染
の

原
因
と
な
る
。
県
民
一
人
ひ

と
り
が
自
分
事
と
し
て
捉
え
、

行
動
変
容
に
繋
げ
る
こ
と
が
、

相模湾相模湾

区域を超えて海岸美化区域を超えて海岸美化
かながわ海岸美化財団かながわ海岸美化財団

小
田
原
市
に

お
け
る
プ
ラ
ご

み
問
題
に
つ
い

て
は
、
同
市
環

境
部
環
境
政
策

課
長
の
伊
東
康

浩
氏
か
ら
説
明

を
聞
い
た
。

同
市
で
は
、

増
え
続
け
る
ご

み
対
策
と
し

て
、
平
成
9
年
度
に
「
ご
み

の
分
別
改
革
」
を
実
施
し
、

ご
み
分
別
を
3
分
別
か
ら
9

分
別
に
増
や
し
、
他
市
に
先

駆
け
て
指
定
袋
制
度
を
導
入

し
た
。
市
民
の
環
境
に
対
す

る
意
識
の
高
ま
り
も
あ
り
、

ご
み
の
総
排
出
量
は
そ
の
後

約
20
年
で
25
％
（
人
口
減
少

率
9.4
％
）
削
減
さ
れ
た
も
の

の
、
こ
こ
20
年
で
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
ト
レ
ー
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
の
排
出
量
は
約
1.5

倍
に
増
加
し
て
い
る
状
況
と

い
う
。

排
出
さ
れ
る
プ
ラ
ご
み
に

つ
い
て
同
市
で
は
、
▽
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
ト

レ
ー
プ
ラ
包
装

は
再
資
源
化

▽
製
品
プ
ラ
類

は
溶
解
ス
ラ
グ

化
、
焙
焼
に
よ

る
サ
ー
マ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
化
▽

ビ
デ
オ
テ
ー
プ

類
は
路
盤
材
、

代
替
燃
料
と
し

て
再
資
源
化
を

図
っ
て
い
る
。

相 模 湾 横須賀市
葉山町

平塚市
鎌倉市

東京都

神奈川県

小田原市

横浜市◎

箱根町

湯河原町 真鶴町

南足柄市

山北町

三
浦
市

藤
沢
市

茅
ヶ
崎
市二

宮
町

中
井
町 大

磯
町

山梨県

静岡県

松田町
開成町
大井町

逗子市

1:106,000

0 10km

小田原市は、首都圏でありながらコンパクトに
森里川海とが「ひとつらなり」となった、豊かな自
然環境を有する神奈川県西地域の中心都市。市
域南部は相模湾に面し、温暖な気候。市域西部
は箱根町に接しており、箱根外輪山の山林斜面
が広がり、市域の４割は山林という地形。市の中
央には南北に酒匂川（さかわがわ）が流れてお
り、その両岸に広がる平野の北部には農地が多
く、南部は住宅地、商業エリアが形成されている。 
人口18万７５64人、 面積113.60㎢

小 田 原 市 の 概 要小 田 原 市 の 概 要

県西地域 2市 8町…小田原市、南足柄市、中井町、大井町、松田町、
山北町、開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町

美
し
い
川
や
海
な
ど
自
然
環

境
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な

る
」
と
強
調
し
た
。

伊東小田原市環境部
環境政策課長

豊
か
な
自
然

環
境
、
地
域
資

源
を
最
大
限
に

活
用
し
、
環
境

課
題
の
解
決
を

経
済
の
好
循
環

に
も
繋
げ
、
持

続
可
能
な
環
境

共
生
都
市
を
目

指
す
小
田
原
市
。

同
市
で
は
、
特

環境共生都市へ環境共生都市へ
自然環境を活かし自然環境を活かし 森里川海

に
ワ
ン
ウ
ェ
イ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
使
用
削
減
を
目
的
と
し

て
、
▽
市
施
設
13
か
所
へ
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
設

置
▽
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
同
市

環
境
部
作
成
マ
イ
ボ
ト
ル
の

配
布
―
な
ど
に
よ
り
プ
ラ
ご

み
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る

ほ
か
、
ご
み
情
報
紙
「
ゴ
ミ

ダ
ス
」
の
全
戸
配
布
に
よ
り
、

市
民
と
一
緒
に
ご
み
問
題
や

環
境
問
題
を
考
え
る
啓
発
運

動
を
展
開
し
て
い
る
。

令
和
4
年
2
月
に
は
「
プ

ラ
ご
み
０ゼロ
が
海
を
育
む
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
海
を

有
す
る
自
治
体
だ
け
で
な
く

陸
域
の
自
治
体
も
含
め
た
県

西
地
域
2
市
8
町
と
連
携
し

て
共
同
宣
言
を
行
い
、
①
ワ

ン
ウ
ェ
イ
プ
ラ
の
削
減
②
プ

ラ
ご
み
の
適
正
排
出
③
ク

リ
ー
ン
活
動
に
参
加
し
よ
う

―
の
3
つ
の
取
組
を
柱
に
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

海
岸
の
美
化
活
動
に
つ
い

て
は
、
▽
地
元
小
学
校
や
市

民
団
体
に
よ
る
清
掃
▽
小
田

原
市
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
団
体

等
に
よ
る
定
期
的
な
美
化
活

動
▽
水
産
庁
と
の
連
携
や
同

市
早
川
地
区
と
漁
港
関
係
者

の
合
同
に
よ
る
美
化
活
動
を

実
施
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
年
2
回
、
市
内

主
要
河
川
河
口
の
海
岸
漂
着

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
調

査
を
独
自
に
実
施
し
て
い
る
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•

相模湾沿岸 13市町…横須賀市、三浦市、葉山町、逗子市、鎌倉市、
藤沢市、茅ヶ崎市、平塚市、大磯町、二宮町、
小田原市、真鶴町、湯河原町

（かながわ海岸美化財団）

最
後
に
吉
澤
副
委
員
長
（
諏
訪
市
）
が
「
プ
ラ
ご
み
問

題
は
、
源
流
と
な
る
山
間
地

も
含
め
て
県
を
も
跨
い
で
対

応
す
べ
き
問
題
。
視
察
を
通

じ
て
課
題
解
決
に
向
け
た
一

歩
を
踏
み
出
す
道
筋
と
な
っ

た
」
と
感
謝
の
意
を
述
べ
た
。

ごみ総量ごみ総量
２５％減２５％減

プラごみプラごみ
１．５倍増１．５倍増

ごみの分別改革ごみの分別改革

相模湾

小田原市

目次

・ウォ
ーター

サーバ
ーが利

用しや
すくな

りまし
た……

………
………

………
……２

・コラム
“子ども

環境教室
̶マイク

ロプラス
チックを

探そう̶
のお手伝

いをしま
した ”…

２

・宅配
便を利

用した
不用パ

ソコン
無料回

収のご
案内…

………
………

………
……３

・小型
家電回

収ボッ
クスを

ご利用
くださ

い……
………

………
………

………
……３

・食品
ロス削

減につ
いて考

えよう
………

………
………

………
………

………
……４

・トピ
ック “５

Rって
なんだ

ろう？
”………

………
………

………
………

………
…５

・段ボ
ールコ

ンポス
トで堆

肥化に
チャレ

ンジ…
………

………
………

………
……６

・ごみ
を使用

した現
代アー

トプロ
ジェク

トが開
催され

ました
………

………
………

７

・ルー
ルを守

ってみ
んなで

きれい
に……

………
………

………
………

………
……７

・紙ご
みの出

し方を
確認し

ましょ
う……

………
………

………
………

………
……７

・大規
模災害

が発生
した場

合のご
みの出

し方…
………

………
………

………
……８

・お知
らせ　

………
………

………
………

………
………

………
………

………
……８

ごみを
考える

情報紙

第26
号

プラス
チックご

みゼロ
に向け

地域全
体で取

り組もう
！

保存版

　酒匂
川をはじ

めとする
多くの豊

かな河
川、そし

て

相模灘
に恵まれ

た、私た
ち住民

が、世界
的な問

題と

なってい
る海洋

プラスチ
ック問題

に対し、
地域全

体

で取り組
むことを

目的に
、小田原

市を含む
県西地

域

2市8町
は、令和

4年2月
22日に『

プラご
みゼロ

共同

宣言』を
行いまし

た。今後
、本宣言

を皮切り
に、各市

町共通
での情

報発信
や環境

教室の
開催な

ど、プラ

スチック
ごみの

削減に
向けた取

組を進め
ていきま

す。

 

マイボト
ル、

マイバッ
ク

などの利
用

クリーン
活動

への参加
分別など

の

適正排出

わたした
ちに

できるこ
とは

何だろう
？

環境ボラ
ンティア

団体と守
屋市長



令和４年７月 25日号（4）第 2199 号 全 国 市 議 会 旬 報

「
２
０
２
７
年
国
際

園
芸
博
覧
会
」
に
つ

い
て
の
説
明
が
一
般

社
団
法
人
２
０
２
７

年
国
際
園
芸
博
覧
会

協
会
か
ら
あ
り
、
ま

た
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ

Ｍ
Ａ 

Ａ
Ｉ
Ｒ 

Ｃ
Ａ

Ｂ
Ｉ
Ｎ
（
み
な
と
み

ら
い
地
区
の
桜
木
町

駅
と
運
河
パ
ー
ク
駅

を
結
ぶ
都
市
型
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
）
に
つ
い

て
横
浜
市
都
市
整
備

局
か
ら
説
明
を
受
け
、
乗

車・視
察
を
行
っ
た
ほ
か
、横

浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
併
設
の
ス

カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
を
視
察
し
た
。

【
参
加
者
（
敬
称
略
）】

▽
会
長
＝
清
水
富
雄
（
横
浜

市
）

本
会
の
正
副
会
長・監
事・

部
会
長
は
７
月
４
～
５
日
、

横
浜
市
会
議
事
堂
へ
の
視
察

を
実
施
し
た
。

冒
頭
、
横
浜
市
会
議
長
で

あ
る
清
水
富
雄
本
会
会
長

が
「
全
国
各
地
の
議
長
が
横

浜
市
会
の
議
事
堂
へ
視
察
に

来
る
こ
と
を
会
長
就
任
以
来

ず
っ
と
待
ち
望
ん
で
い
た
。

本
会
役
員
同
士
、
顔
の
見
え

る
関
係
を
築
き
、
意
見
を
忌

憚
な
く
交
わ
す
こ
と
が
、
本

会
の
活
動
の
活
性
化
、
そ
し

て
地
方
自
治
の
発
展
に
資
す

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
」

と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
佐
藤
祐
文
相
談
役

（
横
浜
市
会
議
員
、
第
60
代

本
会
会
長
）、山
中
竹
春
横
浜

市
長
か
ら
歓
迎
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。

視
察
で
は
、
清

水
会
長
が
横
浜
市

会
議
事
堂
の
特
色

に
つ
い
て
説
明
。

令
和
2
年
６
月

に
供
用
開
始
し
た

横
浜
市
新
庁
舎

は
、
二
元
代
表
制

の
象
徴
と
し
て
行

政
部
分
と
議
会
部

分
が
分
か
れ
た
デ

ザ
イ
ン
。
議
事
堂

は
、「
開
か
れ
た
議

会
の
実
現
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
親

横浜市会議事堂について解説する清水会長

子
傍
聴
室
や
授
乳
室
、
市
会

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
市
会
図
書
室

は
市
民
も
利
用
可
能
で
あ
り
、

よ
り
議
会
へ
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
の
取
組
を
行
っ

て
い
る
。

ま
た
、
免
震
層
の
上
部
に

本
会
議
場
を
配
置
す
る
こ
と

で
、
災
害
時
も
議
会
機
能
を

継
続
可
能
な
構
造
と
な
っ
て

い
る
。

説
明
の
後
、
視
察
団
は
清

水
会
長
、
佐
藤
相
談
役
ら
の

案
内
の
も
と
、
議
場
や
傍
聴

席
な
ど
議
事
堂
内
部
の
各
所

を
見
学
し
た
。

５
日
に
は
、
令
和
９
年
３

～
９
月
に
米
軍
上
瀬
谷
通

信
施
設
跡
（
横
浜
市
瀬
谷

区
・
旭
区
）
で
開
催
予
定
の

YOKOHAMA AIR CABIN

▽
副
会
長
＝
篠
原
藤
雄
（
岩

見
沢
市
）、高
岩
勝
人
（
金
沢

市
）、
田
中
晋
（
柏
市
）、
浅

野
裕
司
（
岐
阜
市
）、笹
田
卓

（
浜
田
市
）、原
亨
（
熊
本
市
）

▽
監
事
＝
菅
原
由
和
（
奥
州

市
）、
冨
安
輝
雄
（
向
日
市
）、

▽
部
会
長
＝
田
塚
不
二
男

（
根
室
市
）、
塩
田
義
智
（
郡

山
市
）、
須
田
浩
和
（
水
戸

市
）、
寺
田
幹
根
（
磐
田
市
）、

山
本
尚
生
（
大
阪
狭
山
市
）、

荒
井
秀
行
（
境
港
市
）、宮
内

春
雄
（
徳
島
市
）、久
高
友
弘

（
那
覇
市
）

横
浜
市
会
議
事
堂
を
視
察

横浜市新庁舎（手前部分が議事堂）

本
会
役
員

本
会
役
員
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宿毛市役所新庁舎
（写真提供＝宿毛市）

議場
（同左）

▽
宿
毛
市
（
高
知
県
）

〒
７
８
８
―
８
６
８
６

宿
毛
市
希
望
ヶ
丘
１

☎
０
８
８
０
―
６
２
―
１
２
５
７

FAX
０
８
８
０
―
６
２
―
１
２
７
５

議
会
フ
ロ
ア
は
４
階
。
傍

聴
席
に
は
、
車
い
す
席
や
磁

気
ル
ー
プ
を
設
置
す
る
な
ど

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
、

災
害
時
に
は
一
時
避
難
所
に

機
能
転
換
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
電
子
採
決
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。

新
庁
舎
落
成

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議

会
協
議
会
（
会
長
＝
石
橋
浩

人
相
馬
市
議
会
議
長
）
は
７

月
７
日
、
相
馬
市
で
正
副
会

長・監
事・相
談
役
会
議
を
開

催
し
た
。

石
橋
会
長
か
ら
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
開
催
市
の
立
谷

秀
清
市
長
か

ら
の
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は

「
高
速
道
路

建
設
・
整
備

促
進
等
に
関

す
る
要
望
書

（
案
）」
に
つ

い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症

が
長
期
に
わ

た
り
国
民
生

活
を
脅
か
す
中
に
お
い
て
も
、

高
速
道
路
が
我
が
国
の
経
済

活
動
を
維
持
す
る
た
め
の
大

動
脈
と
し
て
の
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
や
頻

発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害

に
対
し
て
、
避
難
や
救
急
救

命
・
復
旧
活
動
等
の
役
割
を

果
た
し
「
命
の
道
」
と
し
て

の
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
①
建
設
促
進
②
安

全
対
策
③
高
速
道
路
の
機
能

向
上
と
利
便
性
の
拡
大
④
料

金
制
度
―
の
４
項
目
を
要
望

す
る
こ
と
を
決
定
（
要
望
書

は
本
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）。要
望

書
は
、
加
盟
３
１
８
市
に
配

布
し
、
地
元
選
出
国
会
議
員

等
へ
要
望
活
動
を
行
う
こ
と

が
併
せ
て
了
承
さ
れ
た
。
ま

た
、
翌
８
日
に
は
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
視
察
等
を
行

い
、
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
を

追
悼
す
る
伝
承
鎮
魂
記
念
館

を
訪
問
、
慰
霊
碑
に
献
花
し
、

黙
祷
を
捧
げ
た
。

あいさつする立谷市長
（相馬市）

あいさつする石橋会長
（相馬市）

高
速
協

正副会長・監事・相談役会議正副会長・監事・相談役会議
相馬市で開催　要望書決定相馬市で開催　要望書決定

月刊 地方議会人 発行の中央文化社がお勧めする
共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会 「議会で役立つ」 専門図書

広報で差がつく議会力　市町村議会広報クリニック

書籍の概要	 2,530円（税込・送料別）Ａ５判　224頁
議会の日々の活動を伝え、住民とのコミュニケーションを担うのが議会広報です。本書は全国

から寄せられた市町村議会広報 30 紙を厳選し、改善点などを論評したクリニックとともに紹介。
巻末には編著者による特別対談「読みたくなる議会広報紙のつくりかた」を収録。「住民に読

んでもらえる議会だよりとはどのようなものか」を論点に、編集やデザインの技法や議会広報の
役割、理念なども語り合っています。

編著	 芳野政明（広報コンサルタント）　　　　
吉村　潔（エディター・広報アナリスト）

➡

市町村議員のための　わかりやすい新地方公会計

書籍の概要	 2,640円（税込・送料別）Ａ５判　232頁
予算や各種施策・事業のあり方を議会で議論する際に、市町村議員が新地方公会計の制度を

理解しておくことは重要となります。本書は、新地方公会計の基本的知識、具体的事例をわかり
やすく解説する書籍です。議会ですぐに活用できる、全ての議員にとってまさに必読の一冊です。
巻末では議会・自治体での審議事例のポイント解説も収録！

編著	 青山公会計公監査研究機構➡

議会基本条例

議会と住民

政策立案

条 例 化

吉田 利宏 著 　
議会事務局実務研究会
議会アドバイザー

！！

－議会力を高めるために－

条例を作る
       ・活かす

➡条例を作る・活かす　	―	議会力を高めるために	―

書籍の概要	 2,640円（税込・送料別）	　Ａ５判　266頁
「議会が変わった」、「議会を見直した」と住民が実感できる改革につなげるためには、議会の

様々なルールを見直し、 議会基本条例の理念に基づく改革を定着させなければなりません。
本書は、議会アドバイザーであり、長年、衆議院法制局で法律案や修正案の作成に参画した著

者が「わかりやすく」かつ「具体事例」を交えながら政策を形作り、そして、その政策を条例化
する方策を解説します。

➡ 吉田利宏	著　議会事務局実務研究会
	 ／議会アドバイザー
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の
た
め
に
最
も
重
要
な
こ

と
は
、
愛
郷
心
の
醸
成
で

す
。
金
沢
市
で
は
子
供
た
ち

に
対
す
る
ふ
る
さ
と
の
偉
人

教
育
を
積
極
的
に
行
う
と
と

も
に
、
先
人
が
築
い
た
街
並

み
や
建
造
物
の
保
全
の
た
め

に
、
高
度
な
技
術
を
持
つ
職

人
に
よ
る
「
金
沢
職
人
大
学

校
」
を
設
立
し
、
技
術
の
継

承
と
育
成
に
も
努
め
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
、

行
政
視
察
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
の
で
、
皆
様
ぜ
ひ
金
沢
市

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
心
か

ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　

46
万
３
７
９
人

（
令
和
４
年
6
月
1
日
）

▽
面
積　
４
６
８・79
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
天
正
11
年

（
１
５
８
３
年
）、
前
田
利
家

が
金
沢
城
へ
入
り
、
金
沢
は

加
賀
百
万
石
の
城
下
町
と
し

て
繁
栄
し
た
。
明
治
22
年
４

月
市
制
施
行
。
太
平
洋
戦
争

で
も
戦
災
を
受
け
ず
、
城
下

町
の
街
並
み
、
文
化
や
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、
石
川
県
の
県

庁
所
在
地
と
し
て
発
展
を
続

け
た
。
平
成
８
年
４
月
中
核

市
に
移
行
し
、
平
成
21
年
に

「
歴
史
都
市
」、「
創
造
都
市
」

に
認
定
さ
れ
た
。
平
成
27
年

に
は
念
願
の
北
陸
新
幹
線
金

沢
開
業
が
実
現
し
た
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
市
き
章
は
加

賀
藩
前
田
家
の
紋
章
梅
鉢
の

輪
郭
内
に
、
小
篆
の
「
金
」

の
文
字
を
配
し
た
も
の
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数　

38
人
（
現

在・男
性
30
人
、
女
性
７
人
）

金沢駅前の鼓門
（写真提供＝金沢市）

人
に
人
格
が
あ
る
よ
う

に
、
都
市
に
も
都
市
格
と
い

う
も
の
が
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
金
沢
市
が
目
指
す
方
向

性
は
加
賀
百
万
石
と
し
て
の

歴
史
・
伝
統
・
学
術
・
文
化
を

兼
ね
備
え
た
活
力
と
風
格
の

あ
る
都
市
で
す
。
そ
の
実
現高岩勝人議長

  

議

長

の

話

議

長

の

話

▽
前
回
選
挙　
平
成
31
年
４

月
21
日
。
立
候
補
43
人
。
投

票
率
36・33
％
。　

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
金
沢

で
藩
制
時
代
か
ら
培
わ
れ
た

食
文
化
の
持
続
的
な
発
展
を

目
的
に
「
金
沢
の
食
文
化
の

継
承
及
び
振
興
に
関
す
る
条

例
」
を
議
会
か
ら
提
案
し
、

可
決
し
た
。
ま
た
、
議
会
運

営
の
効
率
化
を
目
的
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
、
議
案
等

の
審
査
環
境
が
向
上
し
た
。

市　章

金

沢

市

副
会
長
市
紹
介

第１回第１回

議
会
人
事

▼
議
長

▽
名
古
屋　
岩
本
た
か
ひ
ろ

 

（
5・19
）

▽
坂
出 

楠
井
常
夫（
5・19
）

▽
目
黒 

宮
澤
宏
行（
5・25
）

▽
荒
川 

志
村
博
司（
5・27
）

▽
大
阪 

大
橋
一
隆（
5・27
）

▽
飯
塚 

秀
村
長
利（
5・27
）

▽
都
留 

天
野
利
夫（
6・2
）

▽
川
越 

小
野
澤
康
弘（
6・2
）

▽
熊
谷 

福
田
勝
美（
6・2
）

▽
川
口 

杉
本
佳
代（
6・2
）

▽
鴻
巣 

野
本
恵
司（
6・2
）

▽
深
谷 

小
嶋　
隆（
6・2
）

▽
瑞
穂 

若
井
千
尋（
6・2
）

▽
吹
田 

坂
口
妙
子（
6・2
）

▽
松
山 

渡
部
克
彦（
6・2
）

▽
姫
路 

宮
本
吉
秀（
6・3
）

▽
敦
賀 

福
谷
正
人（
6・6
）

▽
尾
鷲 

小
川
公
明（
6・6
）

▽
吉
野
川 

山
添
純
二（
6・6
）

▽
練
馬 

藤
井
た
か
し（
6・7
）

▽
所
沢 

大
石
健
一（
6・7
）

▽
行
橋 

小
原
義
和（
6・7
）

▽
菊
池 

水
上
隆
光（
6・7
）

▽
石
巻 

安
倍
太
郎（
6・8
）

▽
足
立 

工
藤
哲
也（
6・8
）

▽
野
田 

山
口
克
己（
6・10
）

▽
鴨
川 
佐
々
木
久
之（
6・10
）

▽
京
丹
後 
谷
津
伸
幸（
6・10
）

▽
熊
本 
原　
　
亨（
6・10
）

▽
神
戸 

安
井
俊
彦（
6・13
）

▽
江
津 

藤
間
義
明（
6・14
）

▽
奈
良 

北　
良
晃（
6・16
）

▽
徳
島 

宮
内
春
雄（
6・16
）

▽
港 

ゆ
う
き
く
み
こ（
6・17
）

▽
西
宮 

坂
上　
明（
6・17
）

▽
甲
府 

輿
石　
修（
6・20
）

▽
西
尾 

鈴
木
正
章（
6・22
）

▽
周
南 

土
屋
晴
巳（
6・23
）

▽
白
山 

北
嶋
章
光（
6・24
）

▽
南
島
原 

吉
田
幸
一
郎

 

（
6・24
）

▽
市
原 

田
尻　
貢（
6・30
）

▼
副
議
長

▽
藤
枝 

遠
藤
久
仁
雄（
5・9
）

▽
名
古
屋 

金
庭
宜
雄（
5・19
）

▽
坂
出 

東
原　
章（
5・19
）

▽
目
黒 

佐
藤
ゆ
た
か（
5・22
）

▽
荒
川 

松
田
智
子（
5・27
）

▽
大
阪 

西
㟢
照
明（
5・27
）

▽
都
留 

谷
垣
喜
一（
6・2
）

▽
川
越 

髙
橋　
剛（
6・2
）

▽
熊
谷 

山
下
一
男（
6・2
）

▽
鴻
巣 

永
沼
博
昭（
6・2
）

▽
深
谷 

湯
本
哲
昭（
6・2
）

▽
島
田 

清
水
唯
史（
6・2
）

▽
瑞
穂 

松
野
貴
志（
6・2
）

▽
吹
田 

澤
田
直
己（
6・2
）

▽
松
山 

角
田
敏
郎（
6・2
）

▽
姫
路 

宮
下
和
也（
6・3
）

▽
備
前 

森
本
洋
子（
6・3
）

▽
敦
賀 

浅
野
好
一（
6・6
）

▽
尾
鷲 

仲　
　
明（
6・6
）

▽
吉
野
川 

阿
佐
勝
彦（
6・6
）

▽
練
馬 

柳
沢
よ
し
み（
6・7
）

▽
所
沢 

谷
口
雅
典（
6・7
）

▽
沼
津 

長
田
吉
信（
6・7
）

▽
行
橋 

小
見
祐
治（
6・7
）

▽
菊
池 

平　
直
樹（
6・7
）

▽
石
巻 

奥
山
浩
幸（
6・8
）

▽
足
立 

た
が
た
直
昭（
6・8
）

▽
和
歌
山 

中
塚　
隆（
6・9
）

▽
三
浦 

小
林
直
樹（
6・10
）

▽
野
田 

小
椋
直
樹（
6・10
）

▽
鴨
川 

川
股
盛
二（
6・10
）

▽
京
丹
後 

水
野
孝
典（
6・10
）

▽
神
戸 

坊
池　
正（
6・13
）

▽
尾
道 

山
戸
重
治（
6・13
）

▽
呉 

中
原
明
夫（
6・13
）

▽
江
津 

鍛
治
恵
巳
子（
6・14
）

▽
高
知 

岡
﨑
邦
子（
6・14
）

▽
越
谷 

小
林
豊
代
子（
6・16
）

▽
奈
良 

伊
藤　
剛（
6・16
）

▽
徳
島 

齋
藤
智
彦（
6・16
）

▽
古
河 

稲
葉
貴
大（
6・17
）

▽
鉾
田 

根
嵜　
眞（
6・17
）

▽
西
宮 

山
口
英
治（
6・17
）

▽
広
島 

母
谷
龍
典（
6・17
）

▽
甲
府 

中
村
明
彦（
6・20
）

▽
西
尾 

磯
部
雅
弘（
6・22
）

▽
東
広
島 

玉
川
雅
彦（
6・23
）

▽
周
南 

福
田
健
吾（
6・23
）

▽
小
松 

片
山
瞬
次
郎（
6・24
）

▽
南
島
原 

田
中
次
葊（
6・24
）

▽
富
士 

杉
山　
諭（
6・29
）

▽
市
原 

伊
藤
重
明（
6・30
）

▼
事
務
局
長

▽
白
石 

菊
地
正
幸（
4・1
）

▽
能
美 

森　
直
樹（
4・1
）

▽
越
前 

蒲
久
美
子（
4・1
）

▽
所
沢 

梅
﨑
恭
子（
4・1
）

▽
神
戸 

村
井
秀
徳（
4・1
）

▽
和
歌
山 

中
西　
太（
4・1
）

▽
松
山 

黒
川
泰
雅（
4・1
）

▽
飯
塚 

二
石
記
人（
4・1
）


